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2026年度 藤女子大学ウェルビーイング学部 子ども教育学科 推薦入学試験 

基礎学力試験［英語］ 

解答用紙 

（＊欄には記入しないこと） 
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問 1 

 

 

問 2 （ア）   ×   （イ）   ○   （ウ）   ×    

（エ）   ×   （オ）   ×    
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（1）  without         （2）  for/over/during  （3）  Both           

（4）  instead         （5）  as              

 

 3  

（1）  b              （2）  c              （3）  a              

（4）  c              （5）  a              

 

 

 
受験番号  

実際の会話では、人々はお互いに話しかけ、お互いに質問し合う。 

意識すべきこと①とその理由 

意識すべき点は，下線部（2）に挙げられていることがらのいずれかと関連

したものであるかという観点から採点する。 

意識すべき理由は，意識すべき点として挙げたことがらと対応している

か，および，大人と幼児・小学生との会話がどのようなものになるかを想

像した上で自分の考えを述べることができているかという観点から採点

する。 

 

 意識すべきこと②とその理由 

同上。 
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